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評　価

評　価　内　容

適

●所信表明等で示された内容の達成状況に基づく業績評価

・所信表明等で示された項目のすべてに着手し、達成されている。
・中期計画に基づいて新しい大阪教育大学の将来像に向けた大学院改組を実施したこと、また、大阪市教育委員会と大阪市総合教
育センター（仮称）と連合教育大学院を合わせた施設を天王寺キャンパス内に建設することを目指す基本協定を締結したことは、
全国的にも珍しい試みであり、とりわけ評価できる。
　
●国立大学法人評価委員会の評価に基づく業績評価

　①「業務運営の改善及び効率化に関する目標」、②「財務内容の改善に関する目標」、③「自己点検・評価及び当該状況に係る
情報の提供に関する目標」、④「その他業務運営に関する重要目標」のそれぞれの目標における年度計画の記載事項について、す
べての項目が「年度計画を十分に実施している」と認められており，評定では上記４つの項目別評価において「中期計画の達成に
向けて順調に進んでいる」と位置付けられている。

●総評

　上記状況を踏まえると、学長の大学運営は順調に進んでいると考えられるので評価を「適」とする。
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